
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和２年から始まったプランターファーム見守

りプロジェクトは、コロナウィルスによって外出

や集まる機会に制限がある中で、お互いに声をか

けあい、つながりを維持するために始まりました。

今年で６年目になります。 

 開始当初から毎年参加している、ふれあいサロ

ンゆりグループのみなさんは慣れた手つきで土や

肥料をプランターに入れ、植込み作業を行ってい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「毎年野菜の手入れをしながら、成長する苗の様

子を見るのが楽しみ」 

「声のかけあいが増えるほか、仲間の野菜の様子

も気になる」 

「みんなで一緒に楽しめていることがうれしい」 

といった声がありました。 

今年も、集まるたびにプランターファームの話

で盛り上がりそうです。 

 

 

 

  

 

 

【訪問日】 毎週水曜日（原則、祝日もあり） 

 

【販売時間・場所】 

10:00 中持会館   

10:25 白山会館 

10:30 白山（下） 

11:00 釜口漁港前 

11:25 城原団地 1 号棟前 

  

＊注文品は、前日（火曜日）のお昼までにお電話を

お願いします。 

 

商品やご注文のお問い合わせは、 

地域生活多機能拠点「いづかしの杜」 

淡路市仁井1478 TEL：0799-80-2678 

～令和 8 年度新規採用職員募集中～ 
詳細はホームページか直接お問合わせください！ 

申込み締切り 9 月 30 日 

 

嘱託職員・パート募集 
週３日程度の勤務から募集中‼ 

一度お問合わせください 

◎子育てや介護との両立も大丈夫。  

働くママさん応援しています!! 

◎施設・事業概要見学は随時受け付けています!  

 

①デイサービス介助員パート・嘱託（北淡・一宮） 

※介護福祉士優遇 

②障がい者（作業所）支援員嘱託・パート 

1,088 円/時～ 資格所有者優遇!!  

（ヘルパー1,138 円・介護福祉士 1,158 円） 

③送迎運転員パート（北淡） 

    1,088 円/時～ 

④ケアマネージャー（北淡・一宮） 

    嘱託職員 205,000 円/月～、 

パート 1,250 円/時～ 

 

お電話でお気軽にお問い合わせ下さい。 

淡路市社協 656-2132 淡路市志筑新島 5-1 

なぎ、やまさき TEL 62-5214 

 

編集･発行：淡路市社会福祉協議会 

      地域支えあいセンターひがしうら 

       淡路市久留麻 239-1 東浦事務所内 

電 話 0799-74-4877 

ＦＡＸ 0799-75-2025 

Ｅmail higashiura@awaji-csw.or.jp 

☆この広報誌が不要となった場合は、資源ゴミの「その他の紙類」としてリサイクルにご協力をお願いします☆ 

この広報誌は、皆さんからお寄せいただいた 
「赤い羽根共同募金」の配分金の一部を活用 
して発行しています。 

   

 

 難聴は認知症の危険因子の１つと言われていま

す。認知症を予防するためにも、私たちと一緒にき

こえや制度について学んでみませんか？ 

当事者・利用者の方から実体験のお話も聞けます。 

 

【日時】 令和 7 年 6 月 29 日（日） 

午後 1 時～午後 2 時半 

午後 2 時半～午後 4 時 

【場所】 津名公民館 3 階（しづのおだまき館） 

淡路市志筑 3117-10 電話：0799-62-0157 

【内容】  

『きこえの仕組みと きこえのフレイルについて』 

講師：沖田耳鼻咽喉科 院長 沖田 純氏 

『きこえない・きこえにくい人の暮らしについて』 

講師：淡路聴覚障害者センター 

『福祉サービス・補聴器購入助成について』 

講師：淡路市福祉課（調整中） 

参加された方には素敵なプレゼント！ 

問合せ・申込先 

社会福祉法人 ひょうご聴覚障害者福祉事業協会  

淡路聴覚障害者センター 

電話：0799-24-3850  Fax：0799-26-1175 

 

「将来、こんな集まりあったらいいなぁ」と考え

ている人たちで企画した「こみゅにてぃ・フットサ

ル交流会」を開催します。フットサルやボール遊び

を通じて、交流・仲間づくりをしながら楽しいひと

時を過ごしませんか？スポーツが好きな方やはじ

めての方、スポーツを見ることが好きな方も最近ち

ょっと運動不足な方もお気軽にご参加ください！

『一緒に楽しもう！』 

  

 ◇日 時 6 月 15 日（日）14:00～16:00 

 ◇場 所 浦小学校体育館（淡路市浦 701） 

 ◇内 容 フットサル、ボール遊び 

 ◇対 象 障がいのある方や家族、興味・関心の 

ある方ならどなたでも 

 ◇参加費 100 円（保険代） 

◇持ち物 体育館シューズまたは上履き、飲み

物、タオル、着替え等 

 ◇申込締切 ６月 11 日（水） 

◇申込み・問い合わせ  

QR コードもしくは、淡路市社会福祉協議会 

     地域支えあいセンターひがしうら 

           0799-74-4877 まで 

 

淡路市社協福祉協議会が、地域のみなさまと共に地域福祉を推進していく上で欠かすことのできない 

大変貴重な財源となっています。みなさまのご理解・ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

社協会費の納入・善意の預託に 

本年度もご協力をお願いします 

今年は、11グループ 171名が参加 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

開催日：６月 24 日（火） 

10 時～１２時 （要予約） 

全 3 回の２回目になります 

場 所：久留麻老人福祉センター 

参加費：１００円 

 

 

開催日：6 月 16 日（月） 

     6 月 30 日（月） 

     7 月１４日（月） 

スマホ講座 10:00～11:00（申込要） 

スマホ相談 11:15～12:00（申込不要） 

◎参加費  無料 

◎これからスマートフォン購入の方も大歓迎！ 

 

 

社会福祉協議会では、地域住民や関係機関の連携

のもと住民主体の福祉コミュニティづくりを推進

することを目的として毎月「地域支えあいセンター

運営委員会」を開催しています。 

5 月に開催した運営委員会では、新たに町内会から

選出された委員が初めて参加されたこともあり、改め

て社会福祉協議会について・運営委員会について参加

者で確認をしました。合わせて、規程に定められた任

期が満了を迎えることから、新たな委員長・副委員長

についても、協議上で選任されました。 

また、これまで力を入れて話し合いを続けてきてい

る住民主体の「あんしんネットワーク会議」について

の今年度の進め方や、秋に開催を予定している「東浦

ふれあいまつり」についての協議がされました。 

新たな体制となり、これまで以上に話し合いを重

ね、力を合わせながら、「誰もが安心して暮らせるま

ちづくり」に向けて進めていきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

5 月 3 日（土）、今年もサンリッチが誕生した

5 月に、地域のみなさんと一緒に楽しめるイベ

ントをしたいと考え、サンシャインホール内に

あるわいわいサンリッチで「サンリッチまつり」

を開催しました。当日はとてもいいお天気で、

スーパーボールすくいやヨーヨー釣り、輪投げ

の他、クッキー・駄菓子・フランクフルトの販

売も行いました。開始時間前から、たくさんの

お客さんが遊びに来てくれ大賑わいでした。 

イベントを通じてたくさんの人とふれ合うこ 

とができました。 

また、以前に交流 

した学校の子どもた 

たちとも話しをする 

ことができ嬉しく思 

います。地域の方々 

にたくさん来ていた 

だきました。ありが 

とうございました。 

このコーナーでは、みなさまから寄せられた、誰

かに伝えたい「感動したこと、うれしかったこと、

最近思うこと」等を、紙面を通じてお伝えしていき

ます。 

お申し込みは、社協ひがしうら 

（0799-74-4877）まで。 

わいわいサンリッチ喫茶のコーヒーを出張で

お届けします。事業所・サロン・会議など、ご希

望の場所や時間をご相談ください。 

挽きたての豆でいれる、香り豊かなコーヒーは

いかがでしょうか！ 

 

◎コーヒー（アイス・ホット） 

◎オレンジジュース 

クッキー付きで 350 円です。 

 

お問合せ先：ひまわり作業所  

0799-74-0337 

 都合が合えば、スマホ講座に参加しています。 

スマートフォンにはたくさんの機能がついていま

すが、難しくてほとんど使っていません。年齢的

にも電話さえできればいいかと、あきらめていま

した。しかし、最近は何をするにもスマホが必要

な世の中。使えなければ、申し込みをしたくても

申し込めないこともでてきました。「少しでも覚え

なければ」と思ったものの、スマホのお店は遠く

てなかなか行けません。そんな時にスマホ講座の

ことを教えてもらいました。操作方法を教えても

らっても、忘れることもありますが、また教えて

もらって・・・。自分では出来ないと思っていた

ことが出来るようになったり、教えてもらってや

り方を覚えることができて、こんなうれしいこと

はありません。これからも出来る事が増えるとい

いなと思います。   （仮屋地区 ７０代） 

 

 

 久留麻老人福祉センターにこにこ実行委員会の

ご協力により、プランターに夏野菜を植えました。 

このプランターに植えた夏野菜の手入れや収穫

を一緒にしませんか？みんなで育てて、みんなで収

穫を楽しみましょう。 

小さな庭を囲んでおしゃべりをしたり、夏野菜の

おすすめ料理の話、出来上がった野菜を使って収穫

祭など、プランター野菜を材料に楽しくすごしませ

んか。初めての方も、見るだけの参加も大歓迎です。 

     

開催時期：６月～８月ごろ 

１回目のおしゃべり会：6 月 20 日（金） 

           10 時～ 

   場  所：久留麻老人福祉センター 

         

         詳しくは、社協ひがしうら 

         （0799-74-4877）まで。 

 

 

 

〇〇紹介します。地域のふれあいサロン〇〇 

 

 

 5 月 9 日（金）、城原会館でふれあいサロンが開催

されました。この日は、プランターファーム見守り

プロジェクトの夏野菜植えと茶話会でした。お天気

が悪く、会館の軒下に材料を集めて何とかみんなで

作業を終えることができました。 

 「毎年、わが子のように愛おしく苗を育てている」 

「出来た野菜をお裾分けして、喜んでもらえるとう

れしい」という方もいました。 

プランターに土が入ると重くなり、一人で持ち帰

ることが難しい人も少なくありません。持ち帰りや

すいように工夫したり、お互い手伝い合ったりと、

みんなで協力をしあって作業をしている様子が印象

的でした。月に 1 回サロンでみんなに会うことが 

             楽しみで、待ち遠し 

             いと笑顔で話してく 

             ださいました。 

              野菜植えの後は、 

             いちばんお楽しみの 

             茶話会が開かれまし 

             た。 

  

  毎週 火・水・金・土曜日 

  時間 10 時～15 時 30 分 

 ☆新メニュー☆ 

          ぽれぽれ産はっさくジャム使用の 

はっさくバスクチーズケーキ新登場!! 

         飲み物とセットで 500 円 

 

 

 

 

兵庫県共同募金会マスコットの“あかはねちゃん” 

が、赤い羽根共同募金の歴史についてお伝えします！ 

 

① 赤い羽根共同募金はいつから始まったの？ 

…戦後間もない昭和 22（1947）年に、市民が主体

の「国民たすけあい運動」として始まりました。当

初は戦後復興の一助として、その後、社気福祉法に

基づいて、民間の社会福祉の推進のために活用され

てきました。 

 

② どうして「赤い羽根」なの？ 

赤い羽根を使うようになったのは、第２回目の運

動からです。赤い羽根は、「たすけあい」「思いやり」

「しあわせ」の意味が込められて、共同募金のシン

ボルとして幅広く使われています。 

 

社会が大きく変化した現在は、さまざまな地域の福祉

活動をささえるしくみとして、運動がすすめられてい

ます。 

 教えて！あかはねちゃん 

赤い羽根共同募金って？？ 


